
無アクセント⽅⾔における韻律句のつくりかた
―宮崎県椎葉村尾前⽅⾔の統語構造と情報構造に着⽬して―
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4.情報構造との対応

目的：イントネーションを観察することで，
韻律構造と文法構造（統語構造・情報構
造）との対応を考察する

宮崎県椎葉村
無アクセント方言[1]

観察されるピッチ曲線＝
イントネーション

2.韻律句の判定

韻律句1つ 韻律句2つ

談話(6時間)の冒頭から各30句

SV OV AV

同一 22 同一 19 同一 9
分離 8 分離 11 分離 21

補助動詞構文 動詞連続

同一 22 同一 8
分離 8 分離 22

構成素（句）を作る vs. 作らない

内項+V（SV・OV） vs. 外項+V（AV）
先生がいた (SV)
senseeno otta

水を漉して(OV)
mizuo kosite

太郎が壊した (AV)
tarooga utiwatta

補助動詞構文 vs. 動詞連続
(皿が)下げてあって
sagete atte

(菜を)蒸して絞って
musite sibotte

韻律パターンは統語構造を反映
[1]古田万紀子・小川晋史(2016)「韻律記述の中間報告」下地理則他編『尾前調査班中間報告書―宮崎県椎葉村尾前方言簡易語彙集と文法概説』国立国語研究所
[2]三井桃子(2020) 「宮崎県椎葉村尾前方言における主題標示の再検討̶標準語との対照を通して̶」九州大学卒業論文

ピッチ曲線の山ごとに1つ
（決め方には理論的課題あり）

3タイプの文とその韻律特徴
+主題S -主題S

判断文 現象文
一般主題 有題現象文 文焦点
TOP               TOP/NOM NOM

分かれやすい 韻律句 分かれにくい

17/23(74%) 20/38(53%) 1/18(6%)

分離した韻律句/全発話([3]の調査時録音データ)

文全体が新情報の「現象文」の下位分類[2]
有題現象文(+主題S) vs. 文焦点（-主題S）

(1)指輪は（向こうに）あったよ。【一般主題】
(2)ねえねえ，（向こうに）指輪があったよ。

【文焦点】
(3)(失くした指輪を探しててやっと見つけた時)
ねえねえ，指輪{∅/*ガ/*ハ}あったよ！
aa yubiwa{∅/ga/no/wa}attawai (尾前方言)

【有題現象文】
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3.統語構造との対応


